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海外における特定ラジオマイク等の使用実態及び動向調査結果
（中間報告案） 

資料４－１ 
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 目 的： 

 特定ラジオマイクにおける海外での使用実態及び動向について、周波数帯、送信出力、

運用者、運用調整、混信回避のための機能等を調査する。 

（特にTVホワイトスペースにおける使用を含む） 

 

 調査にあたっては、米国および欧州複数国、計４か国程度の情報を、インターネット、

文献、その他資料や有識者へのヒアリングなどを元に取得し、取りまとめを行う。 

目 的 
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１．ＵＳＡにおけるＷＳのｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ（2010.6.12以前） 

Wireless System Bands (licensed)  

Wireless System Bands (unlicensed)  
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TV 14-51 
(470-698 MHz) 

“Traveling” frequencies 
(169-172 MHz)  

High-band VHF  UHF ALS (72 MHz) 

Wireless System Bands  
(licensed & unlicensed)  

Wireless System Bands (unlicensed)  

902-928 MHz 

2.4 GHz 
band 

2400 

STL, ICR frequencies 
(944-952 MHz)  

49 MHz 
range 

DECT 
(1920-1930) MHz)  

２．ＵＳＡにおけるＷＳのｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ（2010.6.12以降） 
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Analog TV Analog TV New Services DTV DTV 
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698 MHz 806 MHz 470 MHz 

FIXED TVBD’s 
PORTABLE TVBD’s 

S A F E T Y 

WIRELESS MICS 

→14～36ch、38～51ch 
→21～36ch、38～51ch 

TVBD：TV Band Devices： 
  固定式：WLﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ、交通監視機器、環境ｾﾝｻｰ 
  ポータブル：ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ、ﾜｲﾔﾚｽﾗｯﾌﾟﾄｯﾌﾟｱｸｾｽｶｰﾄﾞ 

○37ch：特殊割り当て（電波天文用：Radio Astronomy） 
○14ch～20ch：Public Safty（防災無線） 

LAPS：Low Power Auxiliary Stations 
  WLﾏｲｸ、WLｲﾔﾓﾆ、WLｲﾝｶﾑ、WLﾋﾞﾃﾞｵ 

３．ＵＨＦ帯での周波数Allocation 
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• １．37chの上下チャンネル、2chは、TVBDが入り込めない 

• （TVBDが入り込めないチャンネルは、サービスエリアによって異なる） 

• ２．14ch～20chの内、TVチャンネルに隣接する2chは、 TVBDが入り込めない 

• （TVBDが入り込めないチャンネルは、サービスエリアによって異なる） 

• ３．14ch～20chは、ポータブルTVBDが入り込めない。 

• ４．これらの周波数帯は、WLマイクが優先的に使用できる 

• ５．１つのTVチャンネルに、WLマイク２～10本の使用をサポートする。 

４．TVBDの制約（WL用にリザーブ） 
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 １．37chに近いところがリザーブされる 

 ２．14ch～20chがリザーブされる 

7 

５． Chicagoの運用例 
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 １．37chに近いところがリザーブされる 

 ２．14ch～20chがリザーブされる 

8 

６． Denverの運用例 
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ライセンスのハイアラーキ 

 
TV  

Stations 

Licensed Wireless 
Mics 

Unlicensed Wireless Mics & 
TV Band Devices 

７．ライセンスの与え方に規制 
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１）Geo-Location Database（全米
をカバーする） 

８．WLマイクの将来展望 
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搬送波周波数 

200kHz 
100kHz 

ＬＰＡＳ 

-10dB 

0dB 

-30dB 

-20dB 

-40dB 

-60dB 

-50dB 

-70dB 

-90dB 

-80dB 

500kHz 200kHz 500kHz 
100kHz 

43+10log10(mean Power in watts) 43+10log10(mean Power in watts) 

In case of Band Width = 200kHz 

９．FCCの規定のスペクトラムマスク 
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12 

ドイツでは、 

2008年11月にTVのアナログ波が停波。 

デジタルTVの方式は、 DVBｰT。 

ドイツ 

イギリスでは、 

2012年12月までTVのアナログ波が停波。 

デジタルTVの方式は、 DVBｰT。 

イギリス 

12 

１０．ドイツ、イギリスにおけるＷＳの現状 
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  アナログ、デジタルテレビ（DVB- T）とワイヤレスマイクは

スペクトラム470〜862 MHzの共有していた。 

  （欧州では、UHFの1chは8MHzの帯域幅を持っている。） 

ドイツ 

プロ用のワイヤレスマイク 

  2008年までは、プロ用のワイヤレスマイクとして、61～63chと
67～69chが利用出来きた。 

470 790 814 838 862 
MHz 

21 60 61 63 64 66 67 69 ch 

UHF帯域の利用状況（2008年まで） 



14 

ドイツ 

• LTE（次世代携帯電話通信方式）を利用するために、 

 LTEを、61ch～69ch（次ページ図参照）に割り当てた。 

 

 DVB-Tとワイヤレスマイクの共有 

470 862 
MHz 

21 69 ch 

• ワイヤレスマイクの帯域である 61ch ～ 63ch , 67ch ～ 69ch 
(8MHz×6ch=48MHz)が、2015年12月31日までに失われる。 

 

 

790 814 838 

60 61 63 64 66 67 

UHF帯域の利用状況（2008年以降） 
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ドイツ 

15 

拠点ごとのUHFの利用状況 
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局部的な利用 

ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 
ﾜｲﾔﾚｽﾕｰｻﾞｰ 

放送（ラジオ含む） 

ｾﾐﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 
ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄ、飲食店業 

周波数範囲（MHｚ） 
チャンネル 

利用不可 利用可能 アプリケーションに依存しない周波数割り当て 

いわゆる「mid-gap」（823－832MHz）： 
2021年まで利用可能 

いわゆる「ISMバンド」（863－865MHz）： 
2013年まで利用可能 

ワイヤレスオーディオ伝送には
使用できない。 

ドイツにおけるワイヤレス機器（PMSE）のための周波数割当表 
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局部的な利用 

プロフェッショナル 
ワイヤレスユーザー 

放送（ラジオ含む） 

セミプロフェッショナル 
プライベート、飲食店業 

■セミプロバンド 
■趣味－DJ 
■エンターテイナー 
■プライベートイベント 
■イベントケータリング 
■教会 

■法制面での公的な放送局 
■民間ラジオ放送局 
■民間番組制作（映画の製作、ラジオのレポート） 
■中継車（放送局所有） 

■プロのツアー＆メディアテクノロジー、機材レンタル 
■プロのバンド 
■プログラムの制作（劇場の公演、独自の携帯を持つ機器） 
■ミュージカル（ツアー） 
■中継車（Private） 

■閉鎖された空間での使用 
■室内、地理的に限定された範囲内 
■特定の文化、公共施設 

ドイツにおけるワイヤレス機器（PMSE）のユーザーカテゴリー 
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１.ワイヤレスマイクは、放送と470～790MHzの帯域を共有している。（現状+今後も） 

２.国境付近では、他国との混信が懸念されている。 

３.DVB- TからDVB- T2に変更した時と、HDTVが開始された時に、ワイヤレスへの影響

が懸念されている。 

４.通常の番組製作には支障がないと思われるが、国際的な大型イベント（ワールド 

カップ等）が開催される際に、これまでのプランが実現しなくなる可能性がある。 

５.ユーザーは、場所、時間、周波数を限定する免許の発行を求めている。 

６.ツアーリングをサポートするために、さらにコーディネートが必要になる。 

７.ワイヤレスの運用面でのリスクを回避するために、よりシビアなコーディネートが

必要になっている。 

 

ドイツ 解説 
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・470～790 MHz の帯域の中で、21ch～30ch、41ch～60chがワイヤレス

マイクとして使用できる。 

・ワイヤレスマイクは、全て免許が必要。 

イギリス 

862 
MHz 

69 ch 

470 790 

21 60 30 41 

UHF帯域の利用状況（2010年まで） 
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イギリス 

・以前は、69ch（854～862MHz）に専用帯域を持っていたが、これが
38chに移動した。（専用帯域） 

470 790 862 
MHz 

21 60 69 ch 30 41 38 

606 

UHF帯域の利用状況（2010年以降） 
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受信機側で、ある帯域全域にわたって、キャリア
があるかどうかのチェックを行う。 

キャリアセンス技術 
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周波数移行計画 

400MHz 500MHz 600MHz 700MHz 800MHz 900MHz 1,000MHz 

740～752MHz 

2012.12.31まで使用可能 
470～698MHz、925～932MHzに移行 

942～952MHz 

2011.6.30まで使用可能 
470～698MHz、925～932MHzに移行 

470～698MHz 

放送事業用途を優先し、干渉を与えない条件で
ＷＬマイクやオーディオ伝送に使用できる 
（主に放送制作用途、公演用途など） 

○ 韓国では、2001年にデジタルＴＶ放送開始、2012.12.31でアナログ放送を停止する予定 
○ 740～752MHz → 2012.12.31まで使用可能、470～698MHz、925～932MHzに移行 
○ 942～952MHz → 2011.6.30まで使用可能、470～698MHz、925～932MHzに移行 
○ 470～698MHz、925～932MHz → 2009.6よりWLマイク用として新規に割り当て 
○ 470～698MHz、925～932MHz → イヤモニで使用できる帯域（WLマイクと同じ帯域） 
 
○ 470～698MHz、942～952MHz → 使用機器の型式登録が必要、免許が必要 
○ 740～752MHz、925～932MHz → 型式登録が必要、免許は不要 

905～915MHz 

携帯電話アップリンク用 

950～960MHz 

携帯電話 
ダウンリンク用 

型式登録必要 
免許不要 型式登録必要 

免許必要 

型式登録必要 
免許必要 

925～932MHz 

2009.6月より、WLﾏｲｸに 
新規に割り当て（専用CH） 

１１．韓国におけるＷＳの現状 
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○技術規定（１）  740MHz～752MHz、 925MHz～932MHz 
 ・実効輻射電力  10mW以下 
 ・占有周波数帯巾 200KHz以下 
 ・最大周波数偏移（ｱﾅﾛｸﾞ方式）  ±75kHz 
 ・周波数許容偏差 ±20ppm以内 
 
○技術規定（２）  470MHz～698MHz 
 ・実効輻射電力  250mW以下 
 ・通信方式  アナログ方式又はデジタル方式 
 ・占有周波数帯巾 200kHz以下 
 ・最大周波数偏移（ｱﾅﾛｸﾞ方式） ±75kHz 
 ・周波数許容偏差 ±20ppm以内 
 

韓国の技術規定 
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○技術規定（２）  470MHz～698MHz 
 ・不要輻射（スペクトラムマスク）  

技術規定（２）スペクトラムマスク（アナログ方式） 
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○技術規定（２）  470MHz～698MHz 
 ・不要輻射（スペクトラムマスク）  

技術規定（２）スペクトラムマスク（デジタル方式） 


